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表１ 愛知県内の特異な地形・地質

 
番号 地 域 名（名称） 所 在  地 特 異 な 状 況 
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木曽川河川敷 
蓮華寺の自然堤防 
 
木曽川河床（日本ライン） 
善師野の化石 
熊野神社の五枚岩 
 
庄内川河床（定光寺） 
水野川の目鼻石 
岩屋堂公園 
八事層（東部丘陵） 
大褶曲 
つぶて浦 
砂岩脈 
日間賀島 
猿投山の球状花崗岩 
 
猿投ー境川断層 
 
八ツ面山 
青鳥山 
佐久島 
三河地震による地震断層 
 
牛乗山の巨礫 
玄武岩（三国山） 
 
茶臼山 
天狗棚 
白鳥山 
津具溜淵 
柴石峠 
作手礫岩 
乳岩及び乳岩狭 
大島川渓谷 
鳳来寺山 
馬背岩 
 
阿寺の七滝 
本宮山 
中央構造線 
 
新城桜淵 
吉祥山 
石巻山 
高師小僧 
 
高塚サンドスキー場 
伊良湖岬 
大潟洲 
 
鸚鵡石 
高松の化石 

 
一宮市・稲沢市 
あま市(旧海部郡美和町) 
 
犬山市 
犬山市 
小牧市 
 
春日井市・瀬戸市 
瀬戸市 
同上 

名古屋市 
知多郡美浜町 
知多郡南知多町 
同上 
同上 

豊田市 
 
同上 

 
西尾市 
西尾市(旧幡豆郡吉良町・幡豆町) 
西尾市(旧幡豆郡一色町) 
西尾市(旧額田郡幸田町) 
 
岡崎市 
豊田市 
 
北設楽郡豊根村 
北設楽郡設楽町 
同上 
同上 

北設楽郡東栄町 
新城市 
同上 
同上 
同上 
同上 
 
同上 

豊川市 
新城市 
 
同上 
同上 

豊橋市 
同上 

 
同上 

田原市 
同上 

 
同上 
同上 

 
イタセンパラの生息可能な河川敷 
自然堤防の名残りと見られる小丘 

（標高 11.8m） 
中・古生層の好露頭 
メタセコイアなど豊富な植物化石の産地 
県指定（1960 年）天然記念物、花崗岩の方

状節理 
中・古生層の好露頭 
人の目鼻のように造形されたチャート 
花崗岩の方状節理 
不整合、紡錘虫を含むチャート礫 
師崎層群の褶曲 
領家変成岩の巨礫 
地震の化石とも言われる砂岩の岩脈 
師崎層群の地層と化石の産地 
国指定（1931 年）天然記念物、断面が菊花

状を呈する花崗岩 
上磐が花崗岩、下盤が矢田川累層からなる逆

断層 
俗にキララという雲母の産地 
典型的なハンレイ岩と希元素鉱物の産地 
層間褶曲とコダイアマモなど化石の産地 
県指定（1975 年）天然記念物、深溝断層の

一部 
山頂部に散在する水磨された巨礫 
県指定（1955 年）天然記念物、俗に亀ノ甲

石という 
本県最高峰（標高 1415m） 
基底礫岩、安山岩、ブッカイト 
領家変成岩の晶洞と水晶 
大入川と鴨山川との河川争奪 
植物化石の産地 
古流系を物語る礫岩層 
国指定（1934 年）天然記念物・名勝 
溶結凝灰岩、金武石、火山豆石 
国指定（1931 年）名勝・天然記念物 
国指定（1934 年）天然記念物、宇連川河床

の安山岩岩脈 
国指定（1934 年）名勝・天然記念物 
珪線石雲母片麻岩 
上盤が花崗岩、下盤が三波川変成岩からなる

大断層 
蜂の巣岩と呼ばれる石灰岩の谷壁 
角閃石片岩、塩基性火山砕屑岩 
石灰岩特有の地形 
県指定（1957 年）天然記念物、管状の褐鉄

鉱 
海食崖と砂丘 
岬地形と日出の石門 
沿岸流によって形成された砂し（しはくちば

しの意） 
チャートの断層鏡肌 
豊富な貝化石の産地 

（資料）「愛知県の自然環境 」（平成 年３月発行） （平成 年３月末現在）
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面積(ha) 構成比(％)

地 針葉樹

域 立 広葉樹

民 森 小計

林 木 針葉樹

計 広葉樹

有 画 地 小計

対

象

林 森

林

合計

地域森林計画対象外森林

計

国　　有　　林

人工林

天然林

計

竹林

その他

（注）平成26年３月末現在。単位未満を四捨五入したため、内訳と計は

　　　必ずしも一致しない。

　　（資料）農林水産部

区　　　　　分
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表３ 愛知県内の国定公園及び県立自然公園別面積

 
（注）１ 平成 年３月末現在のデータ。 

２ 区域面積は、陸域面積を示している。三河湾国定公園については、陸域の他に特別地域地先 の

海域が普通地域になっている。 
３ 自然公園の総面積は県土面積 の を占めている。 
４ 各地種区分の位置付けは次のとおりとなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

特 

別 

地 

域 

特別保護地区 公園の中で最も中心となる景観地であり、現状維持を原則とす
る地域 

第１種特別地域 特別保護地区に準ずる地域で、現在の景観を極力保護する必要
のある地域 

第２種特別地域 良好な自然状態を保持している地域で、農林漁業との調和を図
りながら自然景観の保護に努めることが必要な地域 

第３種特別地域 
特別地域の中では風致を維持する必要が比較的低い地域であ
り通常の農林漁業活動については風致の維持に影響を及ぼす
おそれが少ない地域 

普 通 地 域 特別地域と一体的に風景の保護を図ることが必要な地域 

（資料）環境部調べ 
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名 称 所在地
面 積

要
件

特 質
（主な種等）

指定年月日特別地区
〔野生動植物保護地区〕

普通地区 計

中間湿原 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ､ｻｷﾞｿｳ､
ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ

自然堤防及び常緑広葉樹
林 ｼｬｼｬﾝﾎﾞ､ｶｼ

常緑広葉樹林 ｼｲ､ｶｼ､ﾀﾌﾞ

はんれい岩地帯 ﾊﾝﾚｲ岩､
電気石

角閃石片岩 ｶｸｾﾝｾｷﾍﾝｶﾞﾝ
からなる特異地質

針広混交林 ｺｱｻﾀﾞ､ﾕｷｻﾞｻ

ｶｷﾂﾊﾞﾀの群落 ｶｷﾂﾊﾞﾀ

落葉広葉樹林 ﾌﾞﾅ､ｱｻﾀﾞ

岩礫地特有の植生及び特
異地質 水晶､ｺｳﾔﾏｷ

落葉広葉樹林 ﾋﾒｼｬﾗ､ｵｵｽﾞ
ﾐ

いっちょうだしっち 湿地植物群落等 ｼﾛﾊﾞﾅﾅｶﾞ
ﾊﾞﾉｲｼﾓﾁｿｳ

常緑広葉樹林 ﾙﾘﾐﾉｷ､ｵｵﾌﾕ
ｲﾁｺﾞ

かいしょのもり 貧栄養湿地の植生等（ｼﾃﾞｺ
ﾌﾞｼ､ｻｸﾗﾊﾞﾊﾝﾉｷ）

常緑広葉樹林（ｽﾀﾞｼﾞｲ等）、
湿地の植生（ｼﾃﾞｺﾌﾞｼ等）

三河山間部の自然林（ﾓﾐ、
ﾂｶﾞ等）

（注）１
２ 各地種区分の位置付けは次のとおりとなっている。

（資料）環境部調べ
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